
 

エコアクション２１

対象期間：令和2年4月1日～令和3年3月31日

令和2年度（2020年度）

環境経営レポート

発行日：令和3年（2021年）6月1日

認証番号0007179



当社は、ダイキン工業株式会社の代理店として、空調を核とし、その関連設備機器の販売、

設計・施工、メンテナンスまで一貫した体制で事業を運営しております。

昭和４１年創業以来、「誠実・技術・堅実」を経営理念に、お客様第一の姿勢に徹し、多く

のお客様に信頼を得て、設備の専属パートナーとしてお客様の将来の利益を踏まえた提案を

行い、問題解決のお手伝いをしております。

近年は、機能面はもちろん、コスト面、環境面、安全面に配慮した製品のニーズが高まって

きております。メーカーと一体となり、設計・施工、メンテナンスの全般にわたって、総合

的な設備診断を行って、お客様にご満足いただける最適なシステムをご提案申しあげており

ます。

是非、ご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。

得 よ う 信 頼 と 繁 栄

２．社是・社訓

研 鑽 と 協 力

社　訓

熱 意 と 創 意

１．ごあいさつ

社　是

誠 実 と 信 用

見 せ よ う 誠 意 と 実 力

売 ろ う 信 用 と 技 術

-1-



＜基本理念＞

私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効利用が、

地球上に生きる私たち人類共通の重要課題と考えています。

私たちは、空調その他関連設備機器事業を通じて、環境負荷の低減と、環境に配慮し

た製品の販売並びに施工・サービスを目指し、三じつ主義（誠実･技術･堅実）に則り、

全社一丸となって自主的・積極的に環境への取組を進めてまいります。

＜行動指針＞

１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

① 資源及びエネルギーの消費を適正化し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

１．電力使用量の削減

２．資源（ガソリン）使用量の削減

② 廃棄物の削減及び再資源化の推進に努めます。

１．一般及び産業廃棄物の分別の徹底

２．紙廃棄物の削減（電子媒体活用によるペーパーレス化推進等）

３．３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）率の向上

③ 水使用量の削減に努めます。

④ 事務用品のグリーン購入を拡大します。

⑤ 環境に配慮した製品の販売、施工、サービスの推進を図ります。

⑥ 事業所周辺の清掃活動を積極的に行い、地域の環境改善に貢献します。

２．本方針や環境関連法規制を全従業員に周知徹底を図り、遵守します。

３．環境教育、地域活動などを実施し、全従業員の環境方針への理解と環境意識の向

　　上に努めます。

制定日：令和２年１１月１日

 城陽ダイキン空調株式会社

 代表取締役社長 

-2-

城陽ダイキン空調株式会社

環 境 経 営 方 針

竹 下 洋 文

３．環境方針



□組織の概要

（１）名称及び代表者名

城陽ダイキン空調株式会社

代表取締役社長　竹下　洋文

（２）所在地

本　社(分室を含む) 大阪府大阪市東成区玉津１丁目１０番３０号

南大阪営業所 大阪府堺市堺区中之町西２丁２番２４号

神戸営業所 兵庫県神戸市中央区加納町4-4-17

ニッセイ三宮ビル13階

京都営業所 京都府京都市伏見区竹田真幡木町１２９

奈良営業所 奈良県奈良市三条添川町9番13号

*本社においては本館と分室が存在するが、互いに至近距離にあり、また、

 日常業務でも区別していないため、エコアクション21の活動においても

 本館と分室を一括して本社とする。

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

管理責任者　常務取締役

　　　　　　　　　　　石本　善之 TEL：06-6972-3801

担当者　　　総務部　　沢田　正樹 　　　　　〃

　　　　　　　　　　　松田　歩実 　　　　　〃

（４）事業内容

冷暖房機器の卸売及び施工管理

（５）事業の規模

資本金 80百万円

売上高 9,366百万円

名 名 名 名 名 名

（６）事業年度

４月～３月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 城陽ダイキン空調株式会社

本社（分室を含む）

南大阪営業所

奈良営業所

京都営業所

神戸営業所

活動： 冷暖房機器の卸売及び施工管理

109

2108㎡232㎡ 延べ床面積　　　

神戸(営)

 従業員　　　　　

264㎡

奈良(営) 京都(営)

66

４．取組の対象組織・活動

151㎡

本社 南大阪(営)
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509㎡

5

952㎥

合計

23 10 5



工事部

・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理、
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認
・年間活動計画/実績記録表を承認、各手順書の内容の承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・各部門の問題点の発見･是正･予防処置の実施の確認

環境管理
責任者

神戸営業所
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環境事務局

社　長

総務部

役割・責任・権限

代表者（社長）

部 署 長
(EA21推進委員)

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認、環境活動レポートの承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成、環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

技術部

特販営業部

環境
事務局 本社

(分室含む)
サービス部

５．エコアクション21 実施体制

営業課

業務部

EA21
推進委員会
(委員：部署長)

南大阪営業所

奈良営業所

京都営業所

全従業員
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
・会社周辺地域の清掃活動への参加



18,630

単位 平成３０年度 平成３1年度 令和２年度

281,773 279,677 300,484

8,711（ 一般廃棄物排出量 ）

二酸化炭素総排出量
電力のCO₂調整後排出係数
０.５１６kg-CO₂／ｋＷｈ

kg-CO₂

667 632

15,090kg 8,017

27,14025,03235,440

17,015

㎥

kg

６．おもな環境負荷の実績
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項　目

廃棄物総排出量

（ 産業廃棄物排出量 ） kg

752

20,350

水使用量

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

産廃

一般

H30年度 H31年度 R2年度

廃棄物総排出量（kg）

100%

163%

107%

100%

141%
129%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

140%

160%

180%

H23年度 H31年度 R2年度

売上推移（％） 〈参考〉

250,000
255,000
260,000
265,000
270,000
275,000
280,000
285,000
290,000
295,000
300,000
305,000

二酸化炭素総排出量（ｋｇ-ＣＯ２）

H30年度 H31年度 R2年度

600
620
640
660
680
700
720
740
760

総排水量（㎥）

H30年度 H31年度 R2年度



□ 全社合計

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

店舗、オフィス用エアコン「FIVE STAR ZEAS」

(*4)フロンの適正な回収と破壊…空調製品から回収したフロン（冷媒）を全量破壊することにより、オゾン層破壊対策や

　　　　　　　　　　　　　　　地球温暖化対策に寄与しています。

94%

189,076

95%

17,610

807

125 76 125 124

77,078 81,440 77,078 76,266

93%

未達成

令和３年

51%

105,674

177,066

51%

基準年比

水道水
の削減

（事務所）

100%

178,950

（基準年度H26年）

158

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

廃
棄
物
排
出
量
削
減

（基準年度Ｈ23年）

水
使
用
量
削
減

（基準年度H25年）

　　　　　　年　度

　項　目

７．環境目標とその実績

令和４年
結果

96%

目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

307

188,368

148（㎥）

（kwh） 213,327

(kg-CO₂)

平成23年

基準年度

自動車
燃料の
削減

（事務所）

ガスの
削減

（事務所）

基準年比

電力の
削減

(事務所）
(*1)

(kg-CO₂)

(kg-CO₂) 110,077

基準年比

-

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

(円)

基準年比

81,135（L）

環
境
配
慮
資
材
購
入

製
品
へ
の
環
境
配
慮
推
進

(Kg)

(㎥)

エコ製品
の

販売促進

令和２年

111,250 105,674

85% 84%

18,630

91%

204,793213,123 未達成

105,673

96%101%96%

目標

達成

目標 実績

255261

83%

258

204,794 204,793

175,182

(Kg)

91%

（基準年度H26年） 98%

15,218

16,025 16,025

基準年比

120% 98%

16,025

15,218

未達成

達成

15,218

8,711

49% 91%

98%

55%

15,529

基準年比 -

未達成

達成

93%

事務用品購入 1,487,452 -

92%

SA比率(*3) 6%

グリーン購入 -

55%

94% 78%

759 632 742

-

100% 100%

未達成
各年度初めに
目標値を設定

-

751

55%

754,676

破壊量/
回収量

（台） SA(業務用空調機) 10,280

10%

-

-

-

(台） FiveStarZEAS 577

事務用品
の

グリーン
購入

-

グリーン比率

-

化
学
物
質
削
減

フロンの
適正な回収

と破壊
(建設現場)

（*4）

-

破壊量

100%

-

100%

達成2,562

(kg)

回収量 -

- 2562

-
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□ 本　社

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

-

各年度初めに
目標値を設定

93%94%

達成

36,445 41,508 36,444

（基準年度H26年）

36,444

127,408

（㎥） 96 5189 89 88達成

186 184

134,114 128,749 129,355 128,749

96% 98%

未達成

67,523

基準年度

53%

ガスの
削減

（事務所）

（基準年度H25年）

(kg-CO₂)

（kwh）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比

(kg-CO₂)

自動車
燃料の
削減

（事務所）

66,435

基準年比 93%

200

69,203

186

-

(kg-CO₂)

43%

559 553

未達成

55%

117%

10,86213,050

55%

-

92%

未達成

10,862

12,609 12,609

91% 91%

達成

97%97%

10,862

基準年比 91%

95%

12,609

89,066 84,613

基準年比

（L) 38,363

SA比率(*3)

6,023

製

品

へ

の

環

境
配

慮

推

進

エコ製品
の

販売促進

(Kg) 13,856

(㎥) 595

97%
産業廃棄物

の削減
(建設現場)

(*2)

基準年比 （基準年度H26年）

フロンの
適正な回収

と破壊
(建設現場)

化
学
物
質
削
減

令和３年平成23年
結果

目標

令和４年

95%96%

65,743

　　　　　　年　度

　項　目 目標 目標

令和２年

実績

66,435

84,613

108%

未達成

95% 95%

96,367 84,613

93%

106

水
使
用
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比 -

(Kg)

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

-

11,198

559 359

94% 60%

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率 55% 42%

324-

- 5,055

- 855,043

-

10% 6%

(円)

事務用品購入

グリーン購入 361,605

-

- -

100%
破壊量/
回収量

達成

破壊量

未達成

FiveStarZEAS(台）

SA(業務用空調機)（台）

100%

(kg)

回収量 - 2,562

-

-

-

100%100%

-
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□ 南大阪営業所

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

-

各年度初めに
目標値を設定

-

製

品

へ

の

環

境
配

慮

推

進

エコ製品
の

販売促進
SA(業務用空調機) -

-8-

（L) 23,575 22,632 22,385 22,632 22,396達成

(kg-CO₂) 54,733 51,996

39,347

30 25 29 29

（kwh） 40,564 39,347 45,573 39,347

（台）

4%SA比率(*3)

FiveStarZEAS

10%

(台）

　　　　　　年　度

　項　目

平成23年

基準年度

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比 （基準年度H26年）

目標

81%

結果
令和２年

実績

20,303

達成

令和４年

目標

令和３年

97%

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比 （基準年度H25年）

(kg-CO₂) 64

ガスの
削減

（事務所）

95%96%

52

52,544

（㎥）

基準年比 - 96%

31

20,931 20,303 23,789

97% 114%

目標

96%

未達成

97%

61

(kg-CO₂)

95%96%

61

20,303

96%

93%94% 86%

達成

94%

52,544

1,568 1,551

96%

4,755

(Kg) 1,668 1,568 1,441

201%

(Kg)

（基準年度H26年）基準年比

未達成

96% 96%

2,2752,275

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

-基準年比

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

2,370

水
使
用
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比 -

(㎥) 114 111

97%97%

111

153%

未達成

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率

140,297

事務用品購入

(円)

グリーン購入 -

56% 32%

-

90

56%

-444,468

2,554

- -

未達成

未達成

51,970

174

97%

61

2,275

56%環
境
配
慮
資
材
購
入

111



□ 奈良営業所

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

17,683 17,499

1382

　　　　　　年　度

　項　目

16,846

93%

目標
結果

基準年度

（基準年度H25年）

95%

9,505

グリーン購入 -

基準年比 -

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

SA(業務用空調機) -

FiveStarZEAS

55%

18,420 17,683

20,927 20,299

96%

96%

平成23年

286

9,014

8,7949,125

（kwh)

(kg-CO₂)

目標 実績

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の
削減

(事務所）
(*1)

基準年比

（基準年度H26年）

(Kg) 0

(台）

基準年比

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

70

76 73

（台）

目標

令和３年 令和４年令和２年

9,125 9,030

達成

96% 95%

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比 （基準年度H26年） 97%

(kg-CO₂)

96%

（L) 8,744 8,483 8,743

0

97%

0

286

95%95%

0

97%

286

96%

20,299

94%

達成

19,695

145%

97%

-

0

-

72

-

- -

55%

(円)

グリーン比率

(㎥)

301(Kg)

SA比率(*3) 10% 5%

各年度初めに
目標値を設定

-
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製

品

へ

の

環

境
配

慮

推

進

エコ製品
の

販売促進
未達成

88%

達成

56%

52

68%

達成

137,041

-

20,090

8,653

437

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

水
使
用
量
削
減

97%

廃
棄
物
排
出
量
削
減

95%

73

達成

未達成

155,172

水道水
の削減

（事務所）

-基準年比

事務用品購入



□ 京都営業所

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

4,946 4,305 4,305

701

4,306

825

42%

SA(業務用空調機)

基準年度

（基準年度H26年）

事務用品購入

-

41

115%

47

69%56%

39

-

基準年比

(kg-CO₂)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

-

電力の
削減

(事務所）
(*1)

96%

グリーン比率

-

目標

基準年比 （基準年度H25年）

SA比率(*3) 10% 7%

目標

令和３年 令和４年
　　　　　　年　度

　項　目

平成23年 令和２年

実績
結果

115%

未達成

96%

5,999

目標

13,786 11,626

110%

未達成

10,413 9,996

(kwh) 12,111

11,483

96%

(kg-CO₂) 6,249 5,999 7,196 5,999

11,627 11,626

96%

9,996

自動車
燃料の
削減

（事務所）

基準年比 （基準年度H26年） 96% 96%

9,996

(L) 4,485

1,094 810 1,094 1,083

70%95%

達成

97%

1,902 1,902

97%

達成

95% 94%

39

未達成

56%

39

96%

77,120

57%

- -

-

未達成

96%

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

基準年比

(Kg) 1,152

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

(Kg) 1,961

(台）

(円)

（台）

水
使
用
量
削
減

水道水
の削減

（事務所）

基準年比

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

製

品

へ

の

環

境
配

慮

推

進

エコ製品
の

販売促進
FiveStarZEAS

-

48

未達成
各年度初めに
目標値を設定

-52,911
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グリーン購入

97%

1,902

-

96%



□ 神戸営業所

(*1)電力の削減･････････二酸化炭素排出係数：0.516 （kg-CO₂／ｋWｈ、関西電力、2013年調整後排出係数）

(*2)産業廃棄物の削減････施工管理や保守点検の現場で発生した廃棄物である。

( *  )水道水の削減････････テナントに入っており、当社での使用実績が把握できないために、

取組項目にはあげていないが、節水活動は実施している。

(*3)SA（スカイエアー）比率･･･業務用空調機全体の中で、特に省エネ効率が高いダイキン製空調製品（FiveStarZEAS）

の占める割合

(L) 5,698 5,470 4,118 5,470

(kwh) 8,118 7,874 7,563 7,874 7,793

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減 (kg-CO₂)

電力の
削減

(事務所）
(*1)

12,700

97%

基準年比

(kg-CO₂)

産業廃棄物
の削減

(建設現場)
(*2)

基準年比 -

4,189

基準年比

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

自動車
燃料の
削減

（事務所）

601

-

（基準年度H26年）

13,229

4,063

12,700

0

97%

-

96%

95%75%

601

9,561

96%

0
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95%

　　　　　　年　度

　項　目

令和３年

基準年度 目標 実績

令和２年
結果

595

-

-

0

12,568

95%

達成

0%

0

5,413

0%

633(Kg)

0

事務用品購入 89,445-

(Kg)

0%

0

57%

--

(円)

グリーン購入

89%

達成

56%

79,579

製

品

へ

の

環

境
配

慮

推

進

エコ製品
の

販売促進
(台） FiveStarZEAS

（台）

廃
棄
物
排
出
量
削
減

基準年比

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
の

グリーン
購入

グリーン比率

-

未達成
各年度初めに
目標値を設定

- -

-

SA(業務用空調機)

SA比率(*3)

45

56%

10% 8%

- 588

97%

4,063

令和４年

目標 目標

達成

3,948 4,021

94%-

（基準年度H25年）

96%

平成23年



８．環境活動計画と結果及びその評価、次年度の取組内容

□ 全社合計 ◎よく出来た　○概ね出来た　△あまり出来なかった　×全く出来なかった

・数値目標

・パソコン、コピー機などの省電力設定化

・定期的なｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃、交換

・空調の適温化を徹底（冷房28℃暖房20℃程度）

・業務の効率化を図り、残業時間を減らす

・数値目標

・冬季以外の給湯停止

・意識して使用軽減に取り組む

・啓発ラベルやステッカーを掲示する

・数値目標

・エコドライブ等の運転方法を励行

・ﾀｲﾔの空気圧を定期的に確認し、適正値の維持

・社用車の効率的な使用を徹底する

・不要な荷物を積んだまま運転しない

・近距離の用務には公共交通機関を利用する

・数値目標

・会議資料などの書類簡素化、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化

・両面や２枚焼きによる印刷、コピーの徹底

・使用済み用紙などの裏紙利用

・ﾏｲ箸､ﾏｲｶｯﾌﾟ､ﾏｲ水筒､ﾏｲﾊﾞｯｸﾞを使用する

・分別回収ﾎﾞｯｸｽにより、ごみの分別を徹底

・数値目標

・機器等の故障時は修理等により長期使用を図る

・クレームの発生撲滅に努める

・分別廃棄を徹底し、できるだけﾘｻｲｸﾙに努める

・数値目標

・手洗い、洗い物時における節水の励行

・啓発ラベルやステッカーを掲示する

・数値目標

・再使用、ﾘｻｲｸﾙしやすい製品を優先的に購入

・ｺﾋﾟｰ用紙、印刷物等について再生紙を購入する

・環境ラベル認定製品の購入

・購入計画を徹底し、余剰品の削減に努める

・数値目標

・業務用エアコンについては､スカイエア全体に対

　するFivestarZEASの構成比を10％以上に高める

・数値目標

・法令を遵守し､回収したフロンについては適正な

　破壊処理を行う

・毎年､定期的に報告書を作成し、近畿の各府県に

　提出する

* 上方修正：数値目標レベルを上げる、下方修正：数値目標レベルを下げる、基準見直し：基準年度を変える等
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△

継続

継続

継続

継続
今後も分別廃棄を徹底
していく。

継続/変更

□上方修正　■下方修正　□基準見直し

継続

継続

△

△

○

継続

□上方修正　■下方修正　□基準見直し

エコ製品
の

販売促進

□上方修正　■下方修正　□基準見直し

今後も節水に向けて取
組んでいく。

継続

継続

製

品

へ

の

環

境

配

慮

推

進

水道水の
削減

(事務所）

△

△ 継続

□上方修正　■下方修正　□基準見直し

目標達成に向けてグ
リーン購入の割合を増
やしていく。

今後もフロンの適正な
処理を継続する。

◎ 継続

化
学
物
質
削
減

フロンの適正
な回収と破壊
(建設現場）

継続

◎

□上方修正　□下方修正　■基準見直し

□上方修正　□下方修正　□基準見直し

◎

△

水
使
用
量
削
減

環
境
配
慮
資
材
購
入

事務用品
のｸﾞﾘｰﾝ

購入

○

△

○

△

◎

△

R2年に本社（分室）と南大
阪・京都営業所に全熱交換器
を導入した。快適性を保ちな
がら省エネ換気が行えるた
め、電力の削減につなげてい
きたい。

廃
棄
物
排
出
量
削
減

一般
廃棄物
の削減

（事務所）

産業廃棄物
の削減

(建設現場)

○

◎

◎

◎

○

△

□上方修正　■下方修正　□基準見直し

継続

継続

継続

継続

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

今後もペーパーレス化
の推進や、適正な分別
を徹底する。

冬季以外は元栓を切る
などして安全面にも注
意している。

継続

継続

継続

継続

今後もエコドライブお
よび事故防止を推進す
る。

継続

○

△

継続

継続

○

○

◎ 継続

継続

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

ガスの
削減

（事務所）

自動車
燃料の
削減

（事務所）

電力の
削減

（事務所）

○

△

○

△

○

継続

○

◎

○

△

△

◎

継続

継続

■上方修正　□下方修正　□基準見直し

総合評価環境活動計画 評価､次年度の取組内容

継続



９．おもな環境関連法規について

適用されるおもな法規制とその遵守状況（令和2年4月1日～令和3年3月31日）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟等は、過去３年間ありませんでした。

また、外部コミュニケーションとして上記期間に、環境に関する苦情はありません。

10．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

・コロナ対策として、事務所の換気を効果的に行うため、全熱交換器を導入した。

これまでのように一定時間、換気のために窓を開ける必要もなくなり、電気代の節約と

快適性が実現できた。

こうした当社での導入事例についても、ユーザーに対する提案へ繋げていってほしい。

・ユーザーの視点に立った高付加価値商品や、関連商材の提案によって販売を強化して

もらいたい。

また、フロン排出抑制法による点検や空調機器の更新提案も、引き続き進めてほしい。

・コロナの影響が長引く中で、テレワークや時差出勤など、従来の働き方を変えていく

時代となった。

　当社においても、Web会議システムの導入や、モバイルパソコンへの切替、マイクロ

ソフト365*の活用などで、業務効率を向上させると共に時代の変化に見合った働き方に

対応していきたい。

*常に最新のOfficeアプリを提供するクラウド型グループウェアサービス

騒音規制法 地域別騒音基準の遵守 ○

遵守状況

PRTR法

○

○

高圧ガス保安法 ボンベ類の転倒防止、40℃以下、警戒標など

要求事項

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理、ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付等状況報告、契約書保管

フロン排出抑制法

毒劇法 取扱責任者の選任、盗難・紛失の防止、表示等

労働安全衛生法

フロン類の適切な回収と破壊処理、並びに知事への報告
簡易・定期点検の記録・保存 ○

大阪府条例（自動車流入規制） ○

○

○

前年度の第１種指定化学物質排出量等の届出

化学物質のリスクアセスメントの実施と結果の周知

○

廃棄物処理法

NOｘ・PM法

消防法

法規制等の名称
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家電リサイクル法 該当する家庭用機器の適正引渡し ○

○

防火管理者選任、消防計画書の届出



11．環境活動

1) 環境活動の一環として、全社で社屋近隣の清掃ボランティアを行っています。

■開始：平成22年(2010年)12月22日から

■範囲：社屋近隣周辺

■頻度：毎週１回始業前の朝8:20～8:35

■担当：全部門全従業員

2) 大阪マラソン“クリーンアップ作戦” に今年も参加しました。

■開催日時：令和2年12月8日（火）　８：００～８：４0

■掃除範囲：玉造駅～本社までの道、公園など

■参加人数：47名

（ゴミ拾いの様子）

・大阪市の地域貢献として、今年も47名の社員が参加してごみ拾いを行いました。

　

・玉造駅～会社周辺までを5班に分かれて、ゴミ拾いを行いました。

　集まったゴミの量は「約１０ｋｇ」で、落ち葉以外にも空き缶やビン、タバコの吸い殻が

　目立ちました。また、道路の植え込みの中にも割れ物などの多くのゴミが落ちており、

　普段あまり目の届かない箇所を隅々まで掃除をすることができました。

・毎年恒例となったボランティアですが、昨年よりも参加人数が増えて、日頃行っている

　日常清掃よりも、本社周辺がより一層きれいになりました。

以 上
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3）その他の取組

　従来は壁換気扇、窓開け換気で事務所内の換気経路を確保していましたが、

全熱交換器では快適性を保ちながら省エネ換気を行えるため、導入を決定しました。

全熱交換器を導入したことで窓開け換気が不要になり、外部の騒音がなくなったので

導入前に比べ、より快適になりました。

　また室温に近い温度で換気ができるので、エアコンの立ち上がりが早くなることや、

リモコン本体にCO2濃度が表示され、その濃度に合わせて換気量を調整するため

人の増減に合わせた密対策と省エネを両立することができます。

*全熱交換器

換気を行うと室内の温度変化が起こり、空調機の空調効率が低下します。

戻すことで、換気による温度変化を抑えることのできる換気装置です。

空調機の負荷低減につながるため、省エネになります。

「夏場でも気温を上げずに換気。冬場でも気温を下げずに換気。」
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■本社・南大阪営業所・京都営業所に全熱交換器（露出設置形ベンティエール）*を導入しました。

全熱交換器は排気時に捨ててしまう室内の熱（冷熱/暖熱）を回収して給気してきた熱に


